
背景
⼤阪北部地震後の平成30年７⽉豪⾬等での⼤⾬では、⼟砂災害
による道路の通⾏規制や避難情報の発令等が頻発したが、⼭間部は
地理的な要素もあり、情報が⼊ってからの現場確認等に時間を要する
ことが多かった。

⽬的・概要
現場の早期確認や関係部署間
での情報共有により、地域住⺠の
迅速な避難⾏動につながる体制
確保等のため、⼭間部に対応
拠点を設置する。

＜茨⽊市＞

⼟砂災害対応拠点の設置について

＜対応イメージフロー＞


